
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成２１－２２年度申生田高架橋上部

第２工事
�２ 発 注 者：国土交通省四国地方整備局

大洲河川国道事務所
�３ 工事場所：愛媛県宇和島市高串地先
�４ 工 期：平成２１年８月２６日～

平成２２年１１月３０日
本橋は JR予讃線上に架設される橋長２１９．０m，
支間割７７．７＋８８．０m＋５１．７mの鋼３径間連続非合
成箱桁橋である。施工範囲は当社と清水建設で分
かれており、当社が P４～P５の１径間をベント
工法で架設し，清水建設が P６～P７側の１径間を
ベント工法で架設した後、国道５６号線上を P４側
より手延送り出し工法を用いて架設を行った。な
お当社施工が終了した後、清水建設への引渡しと
なるため、当社施工の１径間のみを暫定キャン
バーで高力ボルトにて添接した。また、支承に於
いては次工程の架設による支承の変位を考慮し仮
据付までとした。

２．現場における課題・問題点

当初の架設計画では、現道上に２００ｔ吊りトラ
ッククレーンを設置し桁の地組立・架設作業を行

う事となっていた。また、施工場所が宇和島道路
のインターチェンジであり、作業を行う上で一部
開通している宇和島道路の各ON·OFFランプの
閉鎖作業が発生してしまうため、規制区間が３．８
kmと広範囲となり、日々の作業時間が限られて
しまい必然的に規制日数が増えてしまうという問
題があった。更に、現道上へのトラッククレーン
設置となると故障等生じた場合、１０，０００台／日以
上となる交通量を考慮するとできる限り避けるよ
うな架設方法に変更する必要があった。
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図―１ 施工前現場状況写真（P４上より撮影）

３．工夫・改善点と適用結果

日々のトラッククレーン移動及び設置時間を削
減し作業時間を確保するため、架設クレーンを２００
ｔ吊りトラッククレーンから交差点上の桁架設が
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可能な５５０ｔ吊りトラッククレーンに変更した。
この変更により架設クレーンを緑地帯に配置する
事で、アウトリガーの出し入れのみで移動を無く
す事が出来るため、２時間／日の作業時間を確保
でき、更に現道を塞ぐことなくクレーンの設置が
できた。更に規制解除ができない状況に陥ること
なく日中の車両通行の確保もできた。（図―
２，３）

PP 5

P 4 

図―２ 当初架設計画図（２００ｔ吊 TC）
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図―４ 桁上地組立状況

作業スペースについては、P４側から架設作業
を行なっていくと桁の地組立を行うスペースがな
くなるため架設済の桁上に作業スペースを設けて
地組立を行った。それに伴い仮設備の再検討と両
側に面した現道に対する飛来落下に配慮した設備

を設けることにより作業スペースと安全面を確保
する事とした。
また、桁下面の足場等を事前に組立てる事によ
り桁架設後に発生する高所での作業を最小限に抑
える事と規制を伴う作業工程を短縮することがで
きた。
交差点上が最終ブロックの落し込みになるため
事前に P５橋脚側を５０mmセットバックしておき、
桁架設時に P４橋脚側を先に添接してその後 P５
橋脚前のベント設備に送り台を設置しブロックが
添接できる状態まで押し出した。添接作業にかか
る時間も削減でき、出来形管理としても管理値の
５０％以内で納めることができた。
以上の変更により、事前に行った各関係機関へ
の広報活動：４４日に対して実績日数：２７日で完了
し、１７日間の規制日数を短縮する事ができた。
施工原価については、任意架設であったため設
計変更の対象とはならず、架設クレーンの変更及
び仮設備の補強により増大する事が懸念されたが、
架設日数の短縮と規制回数の削減により、当初予
定とほぼ変わらない原価で終了することが出来た。

図―５ 夜間架設状況

４．おわりに

供用下の道路上で、第三者への影響が非常に高
い。また、施工ヤードが狭隘で時間的な制約があ
る場所での施工であったが、当初計画にとらわれ
ない架設計画の変更と、日々の工程管理により、
施工時の安全性を確保した合理的な施工をする事
が出来た。

図―３ 変更架設計画図（５５０ｔ吊 TC）
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